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 令和６年度も最後の月となりました。出来ることを出来る範囲で・・の精神で１年間活動を実施し

てまいりましたが、旗当番など各種 PTA 活動のご協力をいただきました皆様に感謝申し上げます。 

 振り返ると、個人的には会社員としての自身の仕事よりも楽しく！？取り組めました。瞬間的に大

変に感じることはもちろんあったものの、相談しながら課題に対して解決していく過程で周りの皆さ

んは大変協力的であり、頼もしい限りでした。子どものことについて向き合い考えることが増えたこ

とで自身の視野も広がりました。 

 今年度は、瑞穂小 PTA LINE 公式アカウントからの情報配信を開始しました。 

学校行事や地域のイベント等を主に配信をさせていただきましたが、将来的には紙ベースでの配布を

なくし、いつでも便利に情報にアクセスできるような利便性を目指していきたいと思っています。 

 保護者の皆様のご支援のおかげをもちまして、子どもたちにとっても大きな事故なく、 

今年度の活動を執り行うことができたことを、PTA 執行部を代表しまして、 

厚く御礼申し上げます。有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

教養部より 

 

11 月 29 日(金) 伊丹市青少年健全育成研修会「最近の児童相談の現場から」 

場所：スワンホール  講演者：兵庫県川西こども家庭センター 山本浩司所長 
  

【内容】  

*児童相談所の設置状況 

 *川西こども家庭センターの取り組み 

 *相談状況の推移・状況  

 *児童通告の流れ 

【感想】 

こども家庭センターについて全く知りませんでしたが、センターの設置数は増え、組織の体制・支

援体制が充実していると感じました。しかし、児童虐待の相談件数は年々増加傾向であることも知り

ました。 

その中で児童相談所虐待対応ダイヤルについて興味を持ちました。最近では児童虐待がニュースにあ

りましたが、近所で虐待が疑われていたにもかかわらず通告されていないということでした。近所付

き合いの希薄化による問題とも聞いたことがありますが、この研修に参加して周囲にもう少し気配り

した方がいいかなと思うこともあり、多くの人に児童虐待の現状を知ってもらえたらいいのではない

かと思いました。 

 

 

12 月 11 日(水) 伊丹市給食センター見学「給食試食会」 

       場所：伊丹市第 2 給食センター  講演者：給食センター担当 福田さん 

【内容】 

  *献立の立て方 

  *子どもたちにたくさんの味を知ってもらう為の取り組み 

  *残飯の肥料化 

  *地域貢献 
【感想】 

 いつもお世話になっている給食ですが、なかなか作っているところを考えたりする事もなく。 

また、見られる機会もそんなになかったのですが、今回参加させていただいて、子ども達にいろんな

味を知ってもらう為にたくさん工夫されていたり、地域の野菜を食べるようにしたりなど、様々な事

に取り組んでいただいたメニューが並んでいるんだと知る事ができました。中でも気になっていた栄

養バランスの事を１日で完璧にしなくても、１か月単位で考えているというのを聞いて、日々の献立

にも少し余裕が持てました。 

その日の給食も、美味しくて大満足でした。ありがとうございました。 

  

 

 

 ３月 19 日はいよいよ卒業式です。６年生の児童は、小学校での６年間の頑張りを、中

学校で更に飛躍させてほしいと思います。また、在校生はもうすぐ春休みに入ります。新

学年への期待がふくらみますね。 

 この１年間、生活・授業・たくさんの行事を通して、子ども達は心も体も大きく成長し

ました。 

これもひとえに、先生方、PTA、スマイルスタッフさんを含む地域の皆様のおかげだと思

っております。お世話になった多くの皆様、本当にありがとうございました。 

 また次年度も、引き続きご協力よろしくお願いいたします。 

 

令和 7 年 3 月吉日 

伊丹市立瑞穂小学校 
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齋藤ＰＴＡ会長より 



 

 

厚生部より ベルマーク活動のご報告 

        

    

今年度もベルマーク活動にたくさんご協力いただき、ありがとうございました。 

この度これまでに貯まったベルマーク預金で下記の物品を購入する事といたしました。       

    

LED ミニカラーライト…40 個／デジタルタイマー…2 台／ソフティーボール…2 個 

 

 購入品は先生方にご相談し決定いたしました。学校生活でお役立ていただければ幸いです。なお、

購入品の本体価格の 10％がへき地学校や被災地などへ援助金として寄付されます。 

 

 今年度ベルマーク回収は２月末日で終了しましたが、児童集合下足室にあるベルマーク回収箱は継

続して設置されますので、いつでもお入れいただけます。引き続きベルマーク活動へのご協力をよろ

しくお願いいたします。 

 

  

                                 《算数検定》  

   広報部より                  １月１８日（土）実施 

    いつも広報誌を読んで頂きありがとうございます。      《漢字検定》 

   無事に発行を迎え、部員一同ホッとしています。         ２月１５日（土）実施      

これからも学校の様子が分かる                  

紙面作りに取り組んでいきます。                多数のお申込みありがと                         

                                  うございました。 

 

 

 

 

みずほっ子教室より        スマイルスタッフさん           
 

《水曜みずほっ子》          子どもたちの安全を笑顔で見守っていただき 

２月で終了しました         ありがとうございます。                    

 《土曜みずほっ子》          これからも子どもたちをあたたかい目で 

3/1・3/１５            見守っていただけたらと思います。 

今後ともよろしくお願いいたします。 
    

              

 

 

 

 

 

 

執行部より   伊丹市教育委員会との懇談会のご報告 

 

各学校から議題をだし、瑞穂小学校からは昨年に続き『不登校対策』について質疑いたしました。 

Q，現在伊丹市の教職員免許をお持ちの不登校対策支援員は、市内全小学校、全中学校に配置されてい

ると思いますが、今後教員免許が必要ない地域の人材を登用する予定はありますか？ 

A,現時点では伊丹市において不登校対策支援員については、教員免許保持者を要件としているところ

です。そのため、登録者・希望者というのは教員免許保持者がきます。 

今後、様々な人材を使って対策していく中でこの形が一番いいのかということについては検討してい

く必要があるかなと思っています。 

今までは、市がお金を出して行っていたものを県が乗り出してきてくれ、県と市半分ずつ予算を出し

ていますので、不登校支援員の増員、常置時間の増加等というところで、保護者からも支援が必要と

の声をあげていただいたら、県に届けることができると思います。 

※昨年度も不登校支援員の配置について質疑させていただき時間数の増加については、「予算の関係

もあり検討します」との回答でしたので、今年度も質疑させていただきました。 

今年度は「市からもお願いするので、保護者からも声をあげていただきたい」という回答いただけま

したので、引き続き来年度以降も要望としてあげていきたいと思います。 

太田教育長からのお話 

伊丹市の令和６年度の学習状況調査において、家庭での生活習慣と学力調査の点数について、毎日

朝食を食べている子の平均正答率は小学校で 100 点中 71.9 食べない子は 53.6 中学校でも食べて

いる子 60.1 食べていない子 46 全く違います。食べているからというわけではないですが、毎日決

まった時間に寝ている子の平均点は 70 そうでない子 62。 

１日のテレビ・ゲーム・スマホが 1 時間以内の子の平均点は小学校 76 中学校 65、３時間以上する

子平均点は 59.5 中学校 47.4 と 20 点ぐらい差があります。 

こんなふうに見ていくとやはり子どもたちはネットネイティブですので、生まれながらにしてそうい

う世界で生きているので本当に正しいのかなとか、これは嘘、怪しいなって見抜く力、それから自分

たちが不意に友達の写真等を何も考えずに送ると犯罪につながる等改めて学校できちんと教えないと

いけないなと。 

オンラインゲーム等もすごく盛んですが、きちんと時間を決めるなど、小さいときからの生活習慣と

かルールづくりは大事だな…というお話でした。 

その他、教育懇談会では ICT について、学校環境について部活動地域移行についてなど、様々な議

題がありました。今年度は、やはり部活動地域移行についての質疑が多かったです。 

直接教育長とお話のできる場に参加でき、教育方針などを聞ける良い機会となりました。 

 

 


